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１月１日現在（前月比）
人 口　17,588 人 (+14)

男 　 8,991 人 ( -7)
女 　 8,597 人 (+21)

世 帯 数　 7,223 戸 ( +2)
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ガ

小
正
月
の
獅し

し

ま

い

子
舞

無む
び
ょ
う
そ
く
さ
い

病
息
災
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

家
々
を
め
ぐ
り
獅
子
神か

ぐ

ら楽
を
舞
い
ま
す

ブ
ッ！



①	

営
業
、
農
業
等
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②	

地
代
や
家
賃
収
入
等
の
不
動
産
所
得
等

が
あ
る
方

③	

土
地
や
建
物
等
を
譲
渡
し
た
方
や
ゴ
ル

フ
会
員
権
や
株
式
等
の
資
産
を
譲
渡
し

た
方
。(

株
式
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
証

券
会
社
の
特
定
口
座
で
源
泉
徴
収
を
選
択

し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

④	

保
険
の
満
期
返
戻
金
等
の
一
時
所
得
の

あ
る
方

⑤	

給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

◉
平
成
23
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

2
千
万
円
を
超
え
る
方

◉	

1
か
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

◉	

2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方

◉	

年
の
途
中
で
就
職
ま
た
は
退
職
し
、
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

◉	

給
与
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

⑥	

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

☆	
申
告
不
要
の
上
場
株
式
の
配
当
ま
た
は

譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
所
得
税
・
町
県
民
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
所

得
が
、
町
県
民
税
の
所
得
金
額
に
算
入

さ
れ
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
か
ら
、
公
的
年
金
等
の
収
入
額
が

4
百
万
円
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
が
20
万
円
未
満
の
方
は
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
合
で
も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
の

提
出
は
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な

ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
町
県
民
税
の
申

告
を
す
る
と
、
翌
年
度
に
課
税
さ
れ
る
町

県
民
税
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①	

平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
住

ん
で
い
る
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

※	

た
だ
し
、
次
の
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・	

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
方

・	

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給
与
所
得
者

ま
た
は
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
支
払

者
か
ら
税
務
課
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方

②	

平
成
23
年
中
に
所
得
が
な
く
て
も
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◉	

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

◉	

介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
の
方

◉	

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方

◉	

所
得
証
明
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
等

を
必
要
と
す
る
方

◉	

誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

◉	

町
外
に
居
住
す
る
方
の
扶
養
親
族
と

な
っ
て
い
る
方

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た

方
で
、
所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

金
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
町
県
民

税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
確
定
申
告
の
添
付
書
類
の
写

し
、
給
与
支
払
報
告
書
等
か
ら
、
町
が
控

除
額
の
計
算
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
県
民

税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所

得
税
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
申
告
書
の

「
特
例
適
用
条
文
」
の
欄
に
、
必
ず
居
住

年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○	

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減
、
自
己
負
担

額
の
軽
減
・
高
額
医
療
費
の
限
度
額
・

入
院
時
食
事
負
担
額
の
判
定

○	

介
護
保
険
各
種
減
額
証
の
交
付
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額
の
判

定

　

甲
府
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消

費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
作
成
会
場
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

町
役
場
の
相
談
会
場
を
含
め
、
ど
の
会

場
で
も
受
付
が
出
来
ま
す
の
で
、
都
合
の

良
い
日
程
で
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼	

山
梨
県
社
会
福
祉
会
館
（
現
税
務
署
南
）

　
　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
10
─

５

	

1
月
20
日
（
金
）
～
2
月
10
日
（
金
）

	

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※	

こ
の
期
間
中
、
甲
府
税
務
署
庁
舎
内
に
は

申
告
書
作
成
会
場
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼	

甲
府
税
務
署
（
新
庁
舎
）

　
　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
1
─

18

　
　
　
　
　
　
　
　

甲
府
合
同
庁
舎
五
階

	

2
月
13
日
（
月
）
～
4
月
2
日
（
月
）

	

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※	

土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
2

月

19
日
（
日
）
と
26
日
（
日
）
は
開
設
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

　
　

甲
府
税
務
署　

☎
２
３
３
｜

３
１
１
１

　
　

役
場
税
務
課　

☎
２
７
５
｜

８
２
６
５

相 談 日 対象地区

2 月 16 日 ( 木 ) ～

2月 22 日 ( 水 )

西条一区
西条二区
清水新居

2月 23 日 ( 木 ) ～

2月 29 日 ( 水 )

西条新田
押越

河東中島

3月 1日 ( 木 ) ～

3月 7日 ( 水 )

紙漉阿原
築地新居

飯喰
河西

3月 8日 ( 木 ) ～

3月 15 日 ( 木 )

上河東
上河東二区

地区別申告相談日程表

◆相談時間

　午前 9時～ 11時 30 分、午後 1時～ 4時

　（土日の相談はお休みとなります。）

◆相 談 場 所	　役場庁舎裏	別棟 2階会議室

◆問い合わせ	　税務課（☎ 275 － 8265）

※	今年も 2月 26 日（日）の午前中に限り
相談を受け付けます。地区の限定はあり
ません。

年
金
収
入
の
あ
る
方
へ

町
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

町
・
県
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

甲
府
税
務
署
の

申
告
書
作
成
会
場

申
告
を
し
な
い
と

次
の
こ
と
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

　

山
梨
県
で
は
、
平
成
24
年
4
月
1

日
か
ら
森
林
環
境
税
（
県
民
税
均
等

割
の
超
過
課
税
）
を
導
入
し
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
県
民
税
均
等
割

額
に
上
乗
せ
（
超
過
課
税
）
し
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
県
内
に
住
所
が
あ
る
方

●
県
内
に
事
務
所
、
事
業
所
ま
た
は

　

家
屋
敷
を
持
っ
て
い
る
方

●
年
額　

５
０
０
円

※	

住
民
税
が
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
中
に
含
ま

れ
ま
す
。

※	

そ
れ
以
外
の
方
は
、
市
町
村
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※	

次
の
方
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・	

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

・	

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５

	

万
円
以
下
の
障
害
者
、
未
成
年
者
、

寡
婦
又
は
寡
夫
の
方

・	

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
市
町
村

の
条
例
で
定
め
る
金
額
以
下
の
方

山
梨
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
の
申
告
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

町
で
は
2
月
16
日
（
木
）
か
ら
3
月
15
日
（
木
）
ま
で
の

間
、
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
期
間
中
は
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
下
記
の
と
お
り
地

区
別
に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
方

　

確
定
申
告
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
自
ら
収
入
等
の
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
国
な

ど
へ
納
め
る
税
額
を
確
定
し
、
税
金
を
納
め
た
り
、
給
与
天
引
き
な
ど
で
納
め
す
ぎ

て
い
た
税
金
の
返
金
（
還
付
）
を
受
け
る
制
度
で
す
。

　

町
で
も
、
前
年
の
状
況
等
を
も
と
に
、
所
得
税
等
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
申
告
は
で
き
ま

す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
な
ど
を
確
認
し
て
、
お
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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全
国
す
べ
て
の
企
業
、
す
べ
て
の
事
業
所
が

対
象
で
す
。

　

調
査
は
、
支
社
等
の
な
い
事
業
所
や
新
設
さ

れ
た
事
業
所
を
対
象
に
し
た
「
①
調
査
員
に
よ

る
調
査
」
と
、
支
社
等
を
有
す
る
企
業
な
ど
を

対
象
と
し
た
「
②
郵
送
に
よ
る
調
査
」
の
２
つ

の
方
法
で
行
い
ま
す
。

①
調
査
員
に
よ
る
調
査

　

「
調
査
員
に
よ
る
調
査
」
で
は
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
町
の
調
査

員
が
、
１
月
中
に
各
事
業
所
を

訪
問
し
て
調
査
票
を
配
付
し
て

い
ま
す
。
２
月
１
日
現
在
を
基

準
日
と
し
て
、
２
月
１
日
以
降
、

調
査
員
が
調
査
票
の
回
収
に
伺

い
ま
す
。

②
郵
送
に
よ
る
調
査

　

「
郵
送
に
よ
る
調
査
」
で
は
、

調
査
員
が
調
査
票
を
回
収
に
伺

い
ま
せ
ん
。
国
等
の
委
託
を
受

け
た
事
業
者
か
ら
調
査
票
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
直
接
、
郵
送

に
て
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
員
に
よ
る
調
査
で
は
、
調
査
員
が
適
宜

回
収
日
を
お
約
束
し
、
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
員
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
に
よ
る
調
査
で
は
、
２
月
１
日
以
降
、

直
接
郵
送
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、統
計
法
に
基

づ
く
基
幹
統
計
調
査
で
、
調
査
を
受
け
る
事
業

所
に
は
、
回
答
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

２
月
１
日
は

　
　
　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

事
業
所
の
皆
さ
ん
、調
査
票
へ
の
ご
記
入
・
ご
回
答
は

お
済
み
で
す
か
？ 

調
査
の
対
象

提
出
期
日

調
査
に
は
「
回
答
の
義
務
」
が
あ
り
ま
す

調
査
・
回
答
の
方
法

　

調
査
票
の
記
入
方
法
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
０
１
２
０
‐
４
４
‐
１
０
３
４

　
０
３
‐
６
８
３
０
‐
１
０
３
４（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）

■
役
場
企
画
財
政
課

　

０
５
５
‐
２
７
５
‐
８
１
５
４

Q
A
&

経
済
セ
ン
サ
ス

Ｑ
　
な
ぜ
東
日
本
大
震
災
で
大
変
な
と
き
に

調
査
す
る
の
で
す
か
？

Ａ　

今
回
の
調
査
は
、
経
済
活
動
へ
の
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
把
握
し
、
復
興
に
生
か

す
た
め
の
貴
重
な
資
料
に
も
な
り
ま
す
。
大

変
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
是
非
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
個
人
情
報
だ
か
ら
回
答
し
た
く
な
い
。

Ａ　

収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
個
人
・
事

業
所
・
企
業
を
特
定
で
き
な
い
形
で
の
み
利

用
さ
れ
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護
法
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
収
集
さ
れ
た
情
報

は
統
計
以
外
で
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
調
査
員
等
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
　
税
金
の
資
料
に
使
わ
れ
そ
う
で
、
金
額

は
記
入
し
た
く
な
い
。

Ａ　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

統
計
の
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
、
税
金
の
徴
収

や
課
税
の
資
料
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
　
忙
し
く
て
調
査
票
を
記
入
す
る
時
間
が

あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

正
確
な
調
査
結
果
を
得
る
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や

役
場
企
画
財
政
課
に
ご
質
問
い
た
だ
き
、

　

ご
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
手
当
は
、
2
月
・
6
月
・
10
月
の
10
日
（
10

日
が
休
日
の
場
合
は
前
日
の
平
日
）の
年
3
回
支
給
し
ま

す
。
今
回
の
支
給
で
は
、
10
月
～
1
月
の
4
カ
月
分
を

支
給
し
ま
す
。一
カ
月
あ
た
り
の
支
給
額
は
、
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、口
座
に
記
帳
し
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
時
間
は
、
金
融
機
関
ご

と
に
差
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
よ
っ
て
は
記
帳
し
て
も

反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
は
、
申
請
の
翌
月
か
ら

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　
（
例
）1
月
に
出
生
し
申
請
し
た
場
合
は
、

　
　
　
2
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

昭
和
町
で
、
平
成
23
年
9
月
以
前
か
ら
子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
再
度
、
新
た
に
認
定
請
求
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
既
に
、
対
象
と
な
る
方
へ
は
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
が
、
も
し
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
お
早
め
に
ご

申
請
く
だ
さ
い
。
最
終
期
限
の
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ

け
れ
ば
、
6
月
8
日
に
、
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
5
月
分
ま
で
を
ま

と
め
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
場
合
、
平
成
23
年
10
月
分
以

降
の
子
ど
も
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

町
民
窓
口
課	

子
ど
も
手
当
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
5
5
─
2
7
5
─
8
2
6
4

2
月
10
日
（
金
）
は

　
　
　
子
ど
も
手
当
の
支
払
日
で
す

平
成
23
年
9
月
以
前
か
ら
昭
和
町
で

　
子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　
　
　
　
─
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
?
─

契約
番号

入札日 工事名（業務名） 工事場所 落札業者
予定価格
（税抜）

落札額
（税抜）

落札率 工期

23 10月14日
昭和町役場庁舎空調熱源
改修工事（第1期）

押　　 越 富士冷暖㈱ ¥28,400,000 ¥23,800,000 83.803%
H23.10.20
～H24.1.19

24 10月26日 清川改修工事（4工区） 河　　 西 ㈲内藤組 ¥14,520,000 ¥13,600,000 93.664%
H23.10.28
～H24.2.20

25 10月26日 清川改修工事（5工区） 河　　 西 ㈲管清社 ¥15,430,000 ¥14,200,000 92.029%
H23.10.28
～H24.2.20

26 10月26日 清川改修工事（6工区） 河　　 西 明友建設㈱ ¥11,820,000 ¥11,100,000 93.909%
H23.10.28
～H24.3.12

27 10月26日
町道505号線道路新設工
事（1-2工区）

紙漉阿原 ㈲五公建設 ¥15,990,000 ¥14,700,000 91.932%
H23.10.28
～H24.2.20

28 10月26日
昭和町公共下水道マン
ホールポンプ設置工事

上	 河	 東 新明和工業㈱ ¥10,400,000 ¥9,360,000 90.000%
H23.10.28
～H24.2.29

29 10月26日
昭和町常永土地区画整理
地内町道新設工事（1工区）

河　　 西 山梨ガーデン㈱ ¥8,370,000 ¥8,000,000 95.579%
H23.10.28

～H24.2.2

30 11月22日 町道711号線道路新設工事 河東中島 三島工業㈱ ¥11,350,000 ¥10,550,000 92.952%
H23.11.25
～H24.3.14

31 11月22日
町道505号線道路新設工
事（2-2工区）

紙漉阿原 大森建設㈱ ¥7,210,000 ¥6,770,000 93.897%
H23.11.25

～H24.3.5

32 11月22日
昭和町常永土地区画整理地内
歩道灯設置工事（23-1工区）

河　　 西
上	 河	 東

深沢電気工業㈲ ¥6,880,000 ¥6,530,000 94.913%
H23.11.25
～H24.2.21

33 11月22日
農道109号線道路改良工
事（外2路線）

上	 河	 東
河東中島

㈱名執組 ¥6,610,000 ¥6,270,000 94.856%
H23.11.25

～H24.3.5

34 11月22日
農道49号線道路改良工事

（外2路線）
築地新居
西　　 条

㈱田中重建 ¥8,590,000 ¥8,150,000 94.878%
H23.11.25

～H24.3.5

35 12月21日
前田地内水路改良工事

（外4路川）

紙漉阿原
築地新居
西　　 条
河東中島

㈲内藤組 ¥7,070,000 ¥6,700,000 94.767%
H23.12.22
～H24.3.21

36 12月21日
田之神田地内水路改良工
事（外1路川）

上	 河	 東
清水新居

山梨ガーデン㈱ ¥6,500,000 ¥6,230,000 95.846%
H23.12.22
～H24.3.21

問い合わせ先　総務課　法制係　☎２７５－８１５３

平成 23 年度 昭和町公共工事等　第 3 四半期入札結果

お子様の年齢 支給月額

3 歳未満 15,000円 /人

3歳以上
小学校修了前

第1～2子 10,000円 /人

第 3子以降 15,000円 /人

中　学　生 10,000円 /人

 

調
査
の
流
れ（
調
査
員
に
よ
る
調
査
の
場
合
）

調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
て
調
査
票
を

配
付
し
ま
す

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
調
査
票
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
員
が
調
査
票
を
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
。回
収
し
た
調
査
票
は
調
査
員
を
指
導
す

る
指
導
員
と
役
場
へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

指
導
員
と
役
場
で
、調
査
票
を
点
検
・
確
認

し
ま
す
。
記
入
漏
れ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

事
業
所
に
直
接
ご
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
を
県
、国
へ
と
引
き
継
ぎ
、集
計
さ
れ

順
次
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
す
。集
計
が
完
了

し
た
調
査
票
は
国
に
よ
り
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

前
回
１
月
号
広
報
で
も
ご
案
内
の
と
お
り
、
２
月
１
日
は
「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
」
の
調
査
基
準
日
で
す
。
企
業
・
事
業
所
の
皆
様
は
、
１
月
中
に
訪
問
又
は
郵
送
で

お
届
け
し
て
い
る
調
査
票
に
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
末
日
ま
で 

～
調
査
票
の
配
付
～

２
月
１
日（
基
準
日
）
～
調
査
票
の
記
入
～

２
月
上
旬 

～
調
査
票
の
回
収
～

２
月
下
旬 

～
調
査
票
の
点
検
～

そ 

の 

後 

～
調
査
の
集
計
・
公
表
～

↓↓↓↓
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
で
は
、
地
域
の
子
育
て
に
お
力
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
次
の
日
程
で
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。
昭
和
町
に
お
住
ま

い
の
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
活
動
す
る
第
一
歩
を
、私
達
と
一
緒
に
ふ
み
出
し
ま
せ
ん
か
？

会　

場

　
総
合
会
館
2
階

　

相
談
室
・
講
習
室
等

持
ち
物

筆
記
用
具
・
弁
当

（
昼
食
を
自
宅
等
に

戻
ら
れ
る
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
）

定　

員
15
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
し
ょ
う
わ

☎
2
7
5
─
8
1
1
5

申
込
み
期
限

2
月
10
日
（
金
）
ま
で

＊
再
受
講
を
ご
希
望
の

方
、
ま
た
、
受
講
時
託

児
を
ご
希
望
の
方
は
、

ご
相
談
下
さ
い
。

タ イ ト ル

子どもの心をはぐくむ

　　　コミュニケーション

子どものハートをキャッチ

　　 幼児メニューの再発見♪ 

対 象 者
昭和町にお住まいの乳幼児

　（０歳～就学前）の保護者

１歳（離乳食完了期ごろ）

～３歳の保護者

実 施 日 時
２月２０日（月）

午前１０時～１２時

３月１日（木）

午前１０時～１２時

場 所 総合会館　２階 総合会館　１階

講 師
山梨大学教育人間科学部

教授　栗田	真司	氏
管理栄養士　佐野	桂子	氏

講 座 定 員 ４０名 ３０名

託 児 定 員 ３０名 ３０名

申 込 み

問い合わせ

2月 1日（水）～15日（水）午前8時 30分～午後5時 15分

いきいき健康課　☎ 275-8785　　　　※土日祝日を除く

そ の 他

山梨日日新聞で「おやこ

みゅ ! くりた先生のコミュニ

ケーション講座」を掲載さ

れている先生です !

簡単な調理実習を行いますの

で、３００円（材料費）がか

かります。

子
育
て
H
A
P
P
Y
セ
ミ
ナ
ー

　

毎
年
大
好
評
の
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
！

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
こ
の
機
会
に
子
育
て
の『
楽

し
さ
』
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

託
児
も
で
き
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

月日 時　　間 講　義　科　目 講　　　師

2月14日
（火）

午前9時30分～ 受　付				/			開講式

午前10時～正午
子どもの事故と安全・
応急処置法

山梨県赤十字血液センター
所長　田中	均	氏

午後1時30分～
3時30分

子どもの世話
いきいき健康課
保健師健康増進係長		戸倉	由紀

午後3時30分～
4時

ファミリーサポート
援助活動について

ファミリーサポートしょうわ
アドバイザー		佐藤	由美

2月23日
（木）

午前10時～正午
子どもの病気と予防
病気の子どものケア

げんきキッズクリニック
院長　宮本	直彦	氏

午後1時30分～
3時

子どもの遊び
リトミック講師
　　　　鶴田	香予子	氏

午後3時～ 4時
昭和町子育て施策に
ついて

福祉課
児童家庭係長　斉藤	岳

2月28日
（火）

午前9時30分～
12時30分

子どもの心の発達過
程と関わり

山梨県立大学
教授　坂本	玲子	氏

午後1時30分～
3時30分

保育の心
山梨学院短期大学
准教授　横山	順一	氏

午後3時30分～ 閉講式		修了証書授与

『平成 23年度子育てサポーター養成講座』実施内容・日程

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
交
通
災
害
共
済
の
ご
案
内

		

　

加
入
者
が
交
通
災
害
（
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
）
に
あ
っ
た
場
合
に
ケ
ガ
等
の
程
度
に

よ
っ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。
1
人
年
間
5
0
0
円
の
掛
金

で
1
万
円
か
ら
最
高
1
0
0
万
円
ま
で
の
見
舞
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

①
自
殺
　
②
無
免
許
運
転
　
③
酒
酔
い
･
酒
気
帯
び
運
転

　
④
故
意
　
⑤
地
震
･
洪
水
･
暴
風
そ
の
他
天
災
又
は
内
乱
、

　
　
暴
動
等
の
異
常
事
態
　
⑥
犯
罪
行
為
･
法
令
違
反

　

本
町
で
は
59
件
の
災
害
（
平
成
23
年
4
月
～
11
月
）
が
あ
り
、

3
4
7
万
円
が
見
舞
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ
る
方

　

組
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
は
、
各
地
区
の
役
員
の
方
等
が

申
込
書
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。
掛
金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

組
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
へ
は
、
郵
送
に
て
申
込
書
を

発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
込
書
に
掛
金
を
添
え
て
、
役
場
総

務
課
窓
口
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

一
人
年
額
5
0
0
円
で
す
。
＊
中
途
加
入
で
も
額
は
同
じ
で
す
。

　

実
治
療
日
数
で
等
級
を
算
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

総
務
係
（
☎
2
7
5
─
8
1
5
3
）

　

昭
和
町
上
河
東
５
４
３
番
地　

　

１
Ｄ
Ｋ（
１
～
２
人
世
帯
用
）

　

54
・
2
㎡		

１
戸（
５
階
）

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。（
持
ち
家
の
な
い

方
・
現
在
公
営
住
宅
に

入
居
し
て
い
な
い
方
。）

・
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
。

　

（
60
歳
以
上
の
方
、
身
体
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。）

・
法
令
で
定
め
ら
れ
た
収
入
基
準
（
収
入
月
額

15
万
8
千
円
）以
内
で
あ
る
こ
と
。

・
本
町
に
１
年
以
上
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
し

て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
。

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
町
内
に
お
住
ま
い
の
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら

れ
る
こ
と
。（
連
帯
保
証
人
は
前
年
の
年
間

所
得
が
1
2
4
万
8
千
円
以
上
あ
る
こ
と
。）

・
入
居
申
込
者
及
び
そ
の
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と
。

　

2
月
13
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

平
成
24
年
4
月（
予
定
）

　

２
月
1
日
か
ら
役
場
建
設
課
窓

口
に
て
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も	

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

　

建
設
課　

管
理
係

　
　

（
☎
２
７
５
─
８
４
１
２
）

交
通
災
害
共
済
と
は

昨
年
の
災
害
件
数
は

加
入
で
き
る
の
は

加
入
の
申
込
み
は

共
済
掛
金
は

町
営
常
永
団
地
B
棟
入
居
者
募
集

所 

在 

地

募

集

戸

数

申

込

資

格

受

付

期

間

入
居
予
定
日

申

込

み
・
問

い

合

わ

せ

1DK

常永団地 B棟

共
済
期
間　

平
成
24
年
4
月
1
日
～
平
成
25
年
3
月
31
日

見
舞
金
額
に
つ
い
て
（
チ
ラ
シ
又
は
加
入
者
証
裏
面
参
照
）

　
　

町
営
常
永
団
地
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
期
間
内
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
に
備
え
て
あ
る
入
居
者
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　 子育て HAPPY セミナー
託児
あり

託児
あり
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▶町長と語らいのとき
　日時：2月1日（水）
　　　　午後1時30分～4時
　場所：町長室
　＊あらかじめ総務課まで
　　ご連絡ください
　　　　　　（☎275-8153）

▶消費生活無料相談
　日時：2月10日（金）
　　　　午前10時～正午
　場所：中央公民館２階
　＊直接会場へおこしください
　　お問合せは企画財政課まで
　　　　　　（☎275-8154）

▶行政相談
　日時：2月15日（水）
　　　　午後1時～3時
　場所：中央公民館2階
　＊直接会場へおこしください
　　お問合せは企画財政課まで
　　　　　　（☎275-8154）

▶教育相談
　日時：祝日を除く月・火・木の	
　　　　午前９時～午後４時	
　場所：中央公民館２階
　＊直接会場へおこしください
　	　お問合せは町教育カウンセラーまで
　　　　　　（☎275-6951）

▶心配ごと相談
　日時：2月8日・22日
　　　（毎月第2・4水曜日）
　　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会
　＊あらかじめ町社会福祉協議会まで
　　ご連絡ください
　　　　　　（☎275-0640）

▶結婚相談
　日時：2月25日
　　　	（毎月第2・4土曜日）
　　　　午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階
　＊直接会場へおこしください
　	　お問合せは町結婚相談所まで
　　　　　　（☎275-1881）

▶ボカシつくり会
　日時：2月20日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏
　＊お問合せは町環境経済課まで
　　　　　　　（☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ホームページ）
　http://www.town.showa.yamanashi.jp/	

chosei/koe.php
　ご意見やご要望、日ごろ町政に
ついてお気付きの事を町のホーム
ページからお寄せください

お知らせ

相談です

ご意見

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　

本　

部　

団
長　
　
　

今
村　
　

力

　

本　

部　

副
団
長　
　

依
田　

秀
秋

中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　

本
部　
　

指
導
部
長　

立
川　

直
康

南
甲
府
警
察
署
長
並
び
に

県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

　

第
６
部　
　

部
長　
　

小
山　
　

進

　

第
11
部　
　

部
長　
　

伊
藤　

和
義

　

第
９
部　
　

部
長　
　

堀
内　
　

健

　

第
１
部　
　

部
長　
　

深
川　

慶
太

　

第
３
部　
　

部
長　
　

塩
川　

徹
也

山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

（
甲
種
功
労
章
）

　

本　

部　

運
転
手
長　

塩
澤　

政
博

（
乙
種
功
労
章
）

　

第
５
部　
　

部
長　
　

畑
野　

孝
久

　

第
２
部　
　

団
員　
　

岩
上　

哲
一

　

第
６
部　
　

団
員　
　

楡
井　

和
也

　

第
３
部　
　

団
員　
　

岩
池　
　

誠

山
梨
県
消
防
協
会

甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

　

第
10
部　
　

部
長　
　

小
澤　

直
生

　

第
８
部　
　

部
長　
　

井
上　

智
幸

　

第
７
部　
　

部
長　
　

金
丸　
　

保

　平成 23年 11月、上河東区の内藤泉氏が、

ソフトボール競技の普及や発展に力を尽く

された功績が認められ、日本ソフトボール

協会功労賞を受賞されました。

　内藤氏は、中巨摩ソフトボール協会会長

をはじめ山梨県内のソフトボール競技の役

員を永年にわたり務められたほか、山梨県

で行われた数々の関東大会や全国大会等の

競技役員も務められてきました。

　今後も、町内、県下でのご活躍を期待し

ております。

日本ソフトボール協会功労賞受賞

内藤　泉  氏（上河東区）

10
年
勤
続
表
彰　
　
　
　
　
　

　

本　

部　

指
導
部
長　

立
川　

直
康

　

第
５
部　
　

部
長　
　

畑
野　

孝
久

　

第
２
部　
　

団
員　
　

岩
上　

哲
一

　

第
６
部　
　

団
員　
　

楡
井　

和
也

　

第
３
部　
　

団
員　
　

岩
池　
　

誠

昭
和
町
長
表
彰

　

第
８
部　
　

部
長　
　

井
上　

智
幸

　

第
６
部　
　

部
長　
　

小
山　
　

進

　

第
11
部　
　

部
長　
　

伊
藤　

和
義

　

第
９
部　
　

部
長　
　

堀
内　
　

健

　

第
１
部　
　

部
長　
　

深
川　

慶
太

　

第
３
部　
　

部
長　
　

塩
川　

徹
也

　

第
２
部　
　

部
長　
　

小
宮
山
剛
司

　

第
４
部　
　

部
長　
　

鮎
川　
　

剛

　

第
12
部　
　

部
長　
　

原　
　

武
史

　

１
月
９
日
（
月
）
、
新
春
恒
例
の
「
昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が
押
原
中

学
校
校
庭
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
観
者
を
前
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
分ぶ

ん
れ
つ列

行
進
、
各
種
功
労
賞

の
表
彰
、
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
色
水
放
水
な
ど
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
力
強
く
披ひ

ろ

う露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
約
１
０
０
年

前
の
大
正
５
年
製
の
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
モ
ー
タ
ー
駆く

ど

う動
の
ポ
ン
プ
で
す
が
、
「
人
」
が
火
を
消
す
と
い

う
「
人
の
力
」
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
助
共
助
の
要

か
な
め

と
し
て
、

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
町
消
防
出
初
式

▲押原中学校吹奏楽部による演奏

昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

　

第
８
部　
　

班
長　
　

内
藤　

幸
治

　

第
11
部　
　

班
長　
　

井
上　

俊
司

　

第
３
部　
　

班
長　
　

青
木　
　

滋

　

第
９
部　
　

班
長　
　

平
賀　
　

潔

　

第
４
部　
　

班
長　
　

赤
池　
　

勇

　

第
12
部　
　

班
長　
　

清
水　

征
志

　

第
２
部　
　

班
長　
　

秋
山　

貴
伸

　

第
１
部　
　

班
長　
　

森
田　

和
也

５
年
勤
続
表
彰

　

第
１
部　
　

班
長　
　

森
田　

和
也

　

第
１
部　
　

甲
要
員　

深
沢　

孝
博

　

第
２
部　
　

甲
要
員　

長
谷
川　

晶

　

第
６
部　
　

乙
要
員　

飯
田　

貴
司

　

第
11
部　
　

乙
要
員　

望
月　

寿
洋

　

第
３
部　
　

乙
要
員　

降
旗　

宏
至

　

第
10
部　
　

乙
要
員　

中
島　

隆
之

　

第
７
部　
　

乙
要
員　

野
沢　

宏
仁

　

第
12
部　
　

乙
要
員　

小
貫　

康
太

　

第
６
部　
　

団
員　
　

石
原　
　

卓

　

第
８
部　
　

団
員　
　

中
澤　

浩
児

　

第
５
部　
　

団
員　
　

深
澤　

栄
一

 

各
種
表
彰
者

（
敬
称
略

	

・
団
歴
順
）

　
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

「
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
を
設
置

す
る
に
あ
た
り
、
審
議
会
の
委
員
を
公
募
し

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
満
20
歳
以
上

の
方

②
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
知
識
を
有
し
、

年
２
回
程
度
（
た
だ
し
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
策
定
の
折
は
年
４
回
か
ら
５

回
程
度
）
の
審
議
会
（
平
日
午
後
）
に

出
席
で
き
る
方

※
平
成
24
年
度
は
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す

③
本
町
の
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る

委
員
で
な
い
方

◆
募
集
人
員

　

１
名

◆
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

◆
応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
及
び
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
次
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
レ

ポ
ー
ト
を
ま
と
め
、
企
画
財
政
課
窓
口
へ

の
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
に

て
応
募
く
だ
さ
い
。

○
レ
ポ
ー
ト
テ
ー
マ

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

（
８
０
０
字
以
内
、
様
式
任
意
）

◆
選
考
方
法

書
類
選
考
と
し
、
結
果
は
応
募
い
た
だ
い

た
方
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
応
募
締
切

　

平
成
24
年
２
月
20
日(

月)

必
着

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

企
画
情
報
係

　

〒
４
０
９

－

３
８
８
０

　

中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２

－

２

　

電

話

：

２
７
５

－

８
１
５
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

２
７
５

－

２
１
０
９

▲大正時代の手押しポンプによる放水展示

　

「
第
３
次
国
土
利
用
計
画
（
昭

和
町
計
画
）」
の
策
定
に
あ
た
り
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

計
画
案
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w
w
w
.to

w
n
.sh

o
w
a
.

y
a
m
a
n
a
sh

i.jp

）
か
ら
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
意
見
の
様
式
は
問
い
ま

せ
ん
。
町
民
、
町
内
在
勤
者
、
町

内
事
業
所
な
ど
関
係
す
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間

２
月
１
日
（
水
）
～
20
日
（
月
）

◆
提
出
方
法

窓
口
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

企
画
情
報
係

〒
４
０
９

－

３
８
８
０　

中
巨
摩

郡
昭
和
町
押
越
５
４
２

－

２

　

電

話

：

２
７
５

－

８
１
５
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

２
７
５

－

２
１
０
９

k
ik
a
k
u
@
to
w
n
.y
a
m
a
n
a
sh

i-
sh

o
w
a
.lg

.jp

「
第
３
次
国
土
利
用
計
画

（
昭
和
町
計
画
）
」
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
身近な話題がありましたらご連絡ください！
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

小正月だ！獅
し し ま い

子舞＆どんどん焼き！

　1 月 15 日の小正月を前に、1 月 8 日（日）、14 日（土)、町内各地区

で小正月の行事が行われました。

　厄
やく

払いの獅
し し ま い

子舞や、米粉団子の繭
まゆだま

玉づくり、竹やわらで建てた社に正

月飾りを入れて炊き上げる「どんどん焼き」などが行われました。

天ま～で～揚
あ

がれ！♬

　１月 14 日（土）、昭和町子育てボラン

ティアの会主催の「第 24 回たこあげ大会」

が開催され、保育園・幼稚園児、小学生

など 200 名以上の親子が参加しました。

　午前中、総合会館で甲州かるた凧
たこ

保存

会前会長の山本武夫先生と一緒に親子で

たこをつくり、午後に押原中学校グラウ

ンドでたこあげをしました。いろんな絵
え だ こ

凧や字
じ だ こ

凧が、青空いっぱいに

揚がりました。

男性の料理教室

　平成 23 年 12 月 3 日（土）、昭和町男女共同

参画推進委員会主催の「男性の料理教室」が開

催されました。

　サバの味噌煮をはじ

め、大根の煮物や吸い

物などを作り、料理の

腕を振るっていました。

成
人
お
め
で
と
う

　

１
月
８
日
（
日)

、「
平
成
24
年	

第
65
回	

昭
和
町
成
人
式
」
が
総
合
会
館
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
２
０
４
名
の
皆
さ
ん
が
成
人
を
迎
え
、
式
典
に
は
１
４
５
名
（
男
性

86
名
、
女
性
59
名
）
が
参
加
し
、
あ
で
や
か
な
振ふ

り
そ
で袖

や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新

成
人
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
押
原
中
学
校
な
ど
で
当
時
の
自
身
か
ら
二は

た

ち

十
歳
の
自
分
へ
送
っ
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に

は
「
10
年
後
の
30
歳
の
自
分
へ
の
手
紙
」
ポ
ス
ト

も
用
意
さ
れ
、
二
十
歳
の
思
い
を
綴つ

づ

っ
た
手
紙
を

投と
う
か
ん函

し
て
い
ま
し
た
。

新成人を代表し三枝郁
いくみ

未さん
が誓いの言葉を述べました

齊藤壮
そうま

馬さんと望月絢
あやこ

子さんが
代表して記念品を受け取りました

あしひきの～♪

　１月５日（木 )、西条新

田区公会堂で、百人一首

かるた大会とこま作りが

行われました。

　初めての開催で少人数

での開催でしたが、読み

上げられる歌に耳を澄
す

ま

せ、元気にかるた取りを

楽しみました。

親子スケート教室 　12 月２日（金）、小瀬ス

ポーツ公園アイスアリーナ

で町教育委員会主催の「親

子スケート教室」が開催さ

れ、町内の親子１６０名が

参加しました。

　スケートを初めて滑
すべ

る家

族も多く、自由のきかない

氷の上で苦戦しながらも、

山梨県スケート連盟の方の

指導のもと、約２時間のス

ケートを楽しみました。

▲獅子舞とどんどん焼き（紙漉阿原区）▲どんどん焼きと繭玉づくり（西条二区）
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